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公共用水域における水質・底質の放射性物質モニタリング調査結果 
（令和６年度１回目）について 

 
令 和 ６ 年 ８ 月 ３ ０ 日 

千葉県環境生活部水質保全課 

 電話 ０４３－２２３－３８１８ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 調査概要 
（１）調査地点（別図のとおり） 

① 手賀沼及び流入河川 ２０地点（手賀沼１６地点、流入河川 ４地点） 
② 印旛沼及び流入河川  ８地点（印旛沼 １地点、流入河川 ７地点） 

③ 東京湾 １地点（流入河川河口部 １地点） 
（２）試料採取期間 

令和６年６月１４日から６月２４日まで 
 
２ 調査結果（詳細は別紙のとおり） 
（１）水質 放射性セシウム(134及び137)は全地点で検出されませんでした。 
（２）底質 放射性セシウム(134及び137の合計)の結果は次のとおりでした。 

＜手賀沼流域＞ 
92 ～ 1,418 Bq/kg（最大値は大堀川新駒木橋） 

（前回 180 ～ 1,222 Bq/kg:最大値は大堀川河口東） 
＜印旛沼流域＞ 

160 ～ 580 Bq/kg（最大値は印旛放水路（上流）村上橋） 
（前回 100 ～ 400 Bq/kg:最大値は印旛沼船戸大橋下流） 

＜東京湾＞ 
38 Bq/kg（花見川河口部） 

（前回 39 Bq/kg:花見川河口部） 
 
３ その他 

令和６年度２回目の県の調査は、令和６年１２月に実施を予定しています。 
なお、環境省においても、手賀沼等で公共用水域におけるモニタリング  

調査を実施しており、その結果については、以下のホームページに掲載   
されています。 

https://www.env.go.jp/jishin/monitoring/results_r-pw.html 

県では、公共用水域（手賀沼・印旛沼流域及び東京湾）における放射性物質
の状況を把握するため、水質・底質のモニタリング調査を実施しています。 
このたび、令和６年度１回目（６月実施分）の調査結果をとりまとめました。 
調査結果は、 
〇 水質の放射性セシウムは、全地点で不検出でした。 
〇 底質の放射性セシウムは、 

・ 手賀沼流域  92 ～ 1,418 Bq/kg 
・ 印旛沼流域 160 ～   580 Bq/kg 
・ 東京湾              38 Bq/kg 

であり、前回（令和５年１２月）実施の調査結果と比較して同程度の値でした。 
なお、底質の放射性物質は水底にあり、水で放射線が遮蔽されることから、 

生活圏への影響については、極めて少ないと考えています。 
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調 査 地 点 図 
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 別図 手賀沼流域調査地点図 
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別図 印旛沼流域調査地点図 
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別図 東京湾調査地点図 
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